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Ⅰ．はじめに
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会社概要
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社名 住友林業株式会社

創業・設立 創業1691年 設立1948年

資本金 50,064百万円

売上高 13,859億円

従業員数 連結：21,254名

関係会社
子会社244社（海外212社）
関連会社100社（海外92社）

経営理念

住友林業グループは、公正、信用を重視し社会

を利するという「住友の事業精神」に基づき、

人と地球環境にやさしい「木」を活かし、人々

の生活に関するあらゆるサービスを通じて、

持続可能で豊かな社会の実現に貢献します。

住友林業の
「ウッドサイクル」

当社は「森林経営」「環境製品の提供」「環境配慮型建築の普及」に至る循環取組を推進
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世界の産業別CO2排出率
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出典）global alliance for building and construcion（2021）

International  Energy Agency

建設セクター

37%
その他

63%

オペレーショナ
ル

カーボン

Operational Carbon

「暮らすとき
の脱炭素」

約70%

「建てるとき
の脱炭素」

約30% 「建てるときのCO₂排出」を

いかに削減できるかが今後重視される

環境配慮型建築の普及により

世界のCO₂排出量の37%が

建設セクターから排出されており、

約70%を占める「暮らすときの脱炭素」

はZEHやZEBの普及により削減が進む。

＜世界の産業別CO₂排出率＞

世界のエネルギーベースCO2排出量 315億t(2020年)
※「暮らすときのCO2」：オペレーショナルカーボン
「建てるときのCO2」：エンボディードカーボン
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エンボディド・カーボン算定
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✓ エンボディド・カーボンの算定には、ライフサイクルアセスメント（LCA）の規格に沿って、

建築のー生涯の環境負荷評価を行なう。

✓ 建設にかかる資材調達、製造、建設、改修、解体を算定範囲として、

各工程にわたる環境影響を評価し、削減することが求められる。
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国際的なエンボディドカーボン算定・開示の動き
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■EU

⚫EU全域

➢EU法で2025年以降全ての資材
の 温室効果係数の開示を求めら
れる見通し。

➢建物のライフサイクルカーボンの
報告義務化が開始される予定。
2027年～ 2,000m2以上
2030年～ 全ての建物

⚫オランダ、フランス、デンマーク

➢エンボディドカーボンに関する規制
(上限値設定)を開始。

■米国

➢特定のエリアで、2023年より
グリーンビルディング認証LEED
が必須化。

■カナダ

➢バンクーバーで2017年よりエン
ボディドカーボンの開示が義務化
され、現在10～20% の削減
が求められている。
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■国土交通省

➢ 2022年12月にエンボディドカーボンの評価手法の整備やLCCO2建築物の普及を
目的とする『ゼロカーボンビル推進会議』(エンボディドカーボン評価WG含む)を設置。
昨年5月の報告書にて「2030年エンボディドカーボン算定義務化」について言及。

➢ 2024年5月、建築物ホールライフカーボン算定ツール：J-CAT試行版公開

➢ 同5月、省CO2先導プロジェクト2024提案募集開始：LCCO2削減を評価

➢ 同10月、J-CAT正式版公開予定

■経済産業省（環境省）

➢ カーボンニュートラル実現に向けたサプライチェーン全体でのCO2排出量削減に向けて
、製品ベースのCO2排出量算定・開示を推進

■林野庁

➢ 2023年4月に『令和4年度 CLT・LVL等の建築物への利用環境整備』報告書を
公表。木材の利活用や建物のCO2算定の必要性などを積極的に発信

日本におけるエンボディドカーボン算定・開示の動き
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日本の民間企業におけるエンボディドカーボン算定取組

9

■デベロッパー様

➢ 海外の投資家やテナントの要望、エシカル消費者の増加を受けて、建物のグリーンビル
ディング認証であるLEEDを取得する動きが活発化。

➢ 環境取組をPRする為に、木造化の建物を選択したり、エンボディドカーボン算定をリリー
スで公表する事例がある。

➢ 2023年6月に不動産協会が、「建設時GHG排出量算出マニュアル」(算定ツール含む
)を提供。

■設計事務所、ゼネコン様

➢ デベロッパーからの算定ニーズが急激に高まり、その対応に追われている。

➢ 算定ツールとしては①J-CAT・不動産協会ツール、②自社開発ツール、③One Click 
LCA、が主な選択肢となっている。

➢ 効率的な算定を行う為の仕組みづくりに各社本格的に取り組み始めた。
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Ⅱ．OneClickLCAの概要・機能
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企業名 One Click LCA Ltd.（旧：Bionova Ltd.）

設立日 2001年

特色 建築LCAソフト、プラットフォームビジネスを展開

代表者 Panu Pasanen (Chief Executive Officer)

住所 Helsinki, Southern Finland, Finland

電話番号 358-40-482-6648

ＵＲＬ https://www.oneclicklca.com/
業種 ソフトウェア、プラットフォーム

主要取引市場 非上場

従業員数 ５０名以上

「One Click LCA」 会社概要

• フィンランドの建設テック（Con tech）スタートアップ。エンボディードカーボンの算出を主眼とした
建築LCAプラットフォームを展開するSaaSカンパニー。

• 項数が多く複雑な①建築LCA作業、②環境建築物認証の取得作業、をサポートするソリュー
ションを提供。 CO2排出量に限らず、複数の環境影響や木材等の炭素固定量も算定できる。

• 成長著しいEUや北米のグリーンビルディング市場の建築LCAニーズを捉え、現在170か国以上
で導入、10か国語対応。ISO認証やLEEDやBREEAMなどの60以上の国際認証と連携。

• 環境対応の議論をリードしている欧州で広く普及しており、WGBC(※1)推奨サービス。
2018年 Energy Globe Award in Finlandを受賞。

WGBC（World Green Building Council, 世界グリーンビルディング評議会）
持続可能な建物の普及促進する非営利団体。世界70か国以上に評議会があり、4.9万人の会員。

※1

11

■会社の概要
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「One Click LCA」 が提供できるサービス

• 設計データに基づき、計画段階でのエンボディードカーボンを算定する事が可能。

• コンセプト段階の簡易算定機能であるカーボンデザイナーと、本機能である詳細算定

を通じ、計画段階のLCAスコアリングを算定できる。

カーボンデザイナー：簡易算定機能

面積や階高などの建築規模や用途な
どから、CO2排出量の概算値を算出

主機能：詳細算定機能

建物のLCA評価、エンボディードカーボン
算定を行うためのソフトウェア。実施設計
段階での部材情報に基づき算定を行う。
（BIMとの連携可能）

12
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「One Click LCA」 での算定手順

• OCLを活用した算定手順は、①BIM等から部材数量の入力、②OCL内で原単位の設定、

③計算結果の提示 という３ステップ

13

以降3ページの
並べ直し

①部材数量の入力 ②原単位の設定 ③計算結果の提示

◼ Excel

◼ BIM ◼ 汎用データ

◼ EPD(製品毎データ)

◼ CO2排出レベル

◼ 部位別

◼ 製品別
◼ プライベートデータ

◼ Carbon Designer 3D
（簡易算定機能）

※ 輸送・更新・修繕・端材・廃棄・再利用に関するパラメータは、初期設定値を使用（ユーザーによる変更可能）
※ 施工・解体はm2当りのGHG排出量原単位を使用して計算可能（エネルギー消費量を直接入力も可能）
※ 居住はエネルギー消費量を直接入力
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「One Click LCA」 の特徴①
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【課題】：日本の構造・耐火基準などに
即したモデルがなかった

⇒ 日本モデルを整備（4用途・15モデル）

ユーザーによるカスタマイズも可能

カーボンデザイナー3D BIM・Excel・環境認証との連携

【課題】：見積明細からの単位変換と
データの紐付が手間（エクセル入力の場合）

⇒ 入力支援ツール（エクセル）を提供
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EPDとの連携機能

①日本を含めた世界中のEPD商品を、名前・種類等から検索して、一覧で表示、選択が可能。
②EPDの商品の詳細や、正式に発行されている書面内容もソフト上で確認することができる。
③EPD商品の中でも、CO2排出量の特に低い商品を選びたい場合には、絞り込むことが可能。

EPDの詳細を確認することが可能です。

CO2排出量の低い商品を選びたい際にも絞り込むこともできます。

①

②

③

日本のEPD等で検索を絞り込むことができます。

15

「One Click LCA」 の特徴②
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５. AIJ_DATA
（日本建築学会）

６. IDEA（産総研）

１. エコリーフ
（SuMPO EPD）

■OCL搭載データ ■OCL非搭載データ

②汎用データ①EPD（個別製品データ）

４. Ecoinvent
（欧州のデータベース）

※電力原単位で
補正して使用

●課題２：②汎用データに日本の原単位が非搭載

※プライベートデータとしての利用が可能（ユーザーが手入力）

「One Click LCA」 に搭載されている原単位

●課題１：①EPDの普及が日本では進んでいない

⇒ゼロカーボンビル推進会議にて、普及に向けた検討が始まる

⇒住友林業は建材メーカーへEPD取得をサポートしていく

■OCL搭載データ(一例)

2. EPD
hub

3. インターナショナルEPD
(EPD International)
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「One Click LCA」 の特徴③

【課題】：日本の建築データの充実
（用途別）

⇒オフィス・全建築が利用可能

算定結果の表示・分析 スコアリングの表示

※ 排出量の多いポイント・削減余地の
あるポイントを見つけて、削減や提案
に活用が可能
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「One Click LCA」 ライセンスについて

内容 形態 種類 税抜価格(年間)

①エキスパートライセンス機能
-プライベートの汎用データ登録や、
多種多様なグラフ出力が可能。

②カーボンデザイナー3D
-GHG排出量の簡易算定機能

③ビルディングサーキュラリティ
-リサイクル・リユース・再生可能資材
の使用率から、建物の循環性を定
量的に評価。

④研修・サポート
-住友林業による日本語のカスタ
マーサポート

複数ユーザー
利用可能
ライセンス

ソフトウェア
料金

1,100,000円

LEED認証
オプション

290,000円

特定ユーザー
のみ利用可能
ライセンス

ソフトウェア
料金

600,000円

LEED認証
オプション

170,000円
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Ⅲ．簡易算定機能の拡張

（追加機能）



STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL

20

「One Click LCA」の簡易算定機能 カーボンデザイナー3D

✓ 簡易算定機能は、設計の初期段階で利用

できるCO2の算定機能です。

✓ 建物の延床面積、階数、用途等の基本

情報のみで概算排出量を算出できます。

◆簡易算定機能に追加した日本の建築モデル

低層 中層 高層 超高層

1-3F 4-8F 9-15F 16F-

W造 ≦4.5ｍ 〇 - - -

≦7.2ｍ 〇 〇 〇 〇※

≦9.2ｍ - 〇 - -

RC造 ≦7.2ｍ 〇 〇 - -

ホテル S造※ ≦7.2ｍ 〇 〇 〇 〇※

集合住宅 RC造 ≦7.2ｍ 〇 〇 - -

倉庫 SRC造 ≦12.3ｍ - 〇 - -

※超高層はCFT造

用途 構造 柱スパン

オフィス S造※

• 低層モデル：『平成27年度木材利用推
進・省エネ省CO2実証業務報告書』に記
載された低層オフィスの仕様・数量情報を
基に、実態を考慮して当社にて一部改
変・編集。

• 中層・高層・超高層モデル：ユーザー様
からご提供いただいた実建物の資材数量
データをもとに作成。
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低層オフィスモデル

◼ 対象建物

• ３階建

• オフィス

• 1,500㎡

• 1時間耐火

• 木/Ｓ/RC造

◼ 建物特徴

Carbon Designer ３D 日本用の低層オフィスモデルとして、『木材利用推進・省エネ省CO2実
証業務報告書』（平成28年3月林野庁作成）に記載された内容を基に、実態を考慮して当社にて
一部改変・編集して搭載をしています。本章ではモデル情報を表記します。

■ 変更箇所
外壁面積：1,635→893m2
内部床・天井面積：1,473→1,398m2
構造金物：木造用に追加
木造階段：木造用に追加
屋根モルタル：木造用に追加

木造 鉄骨造 RC造

柱スパン
（ｍ）

短 2.73 5.46 5.46

長 6.0 8.2 8.2

耐火被覆 石膏ボード
ロックウール
ケイカル板

ー

床仕様（遮音） 石膏ボード増貼 コンクリート コンクリート
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中層・高層・超高層モデル

◼ 対象建物

用途 オフィス オフィス ホテル ホテル ホテル 集合住宅 倉庫

構造 S造 S造 S造 S造 CFT造 RC造 SRC造

階区分 中層 中層 中層 高層 超高層 中層 中層

階数 8 8 8 14 29 8 4

延床面積 m2 2,470 2,470 3,954 6,919 9,106 8,543 33,641

柱スパン ≦7.2m ≦9.2m ≦7.2m ≦7.2m ≦7.2m ≦7.2m ≦12.3m

備考 柱スパン編集 高層×8/14 地下除

屋根 塗膜防水 塗膜防水
アスファルト

露出防水

アスファルト

露出防水

アスファルト

露出防水

アスファルト

露出防水

折板

ｔ1.0+0.6

外装
金属断熱

サンドイッチパネル

金属断熱

サンドイッチパネル
ECP＋タイル ECP＋タイル

ALC+

吹付タイル

RC+

吹付タイル

金属断熱

サンドイッチパネル

3Dイメージ

ユーザー様からご提供いただいた実建物の資材数量データをもとに作成しました。
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用途･構造･規模別GHG排出量

✓ 用途別(中層)でみると、倉庫(SRC)＜集合住宅(RC)＜オフィス≒ホテル(S)の傾向となった。
✓ 規模別(ホテル)では、低層＜中層＜高層＜超高層、高層になるほど床面積当りのGHG排出量が

大きくなった。
✓ 柱スパンの違い(オフィス)を見ると、7.2m＜9.2m、柱スパンが大きいほどGHG排出量が大き

くなった。

◼ 算定結果

⚫ 算定範囲：A1-5、B4-5、C1-4 （設備を除く）

低層 高層 超高層

3F 4F 8F 14F 29F

W造 ≦4.5ｍ 676 - - - -

≦7.2ｍ 988 - 1,045 1,155 1,626

≦9.2ｍ - - 1,112 - -

RC造 ≦7.2ｍ 780 - 996 - -

ホテル S造※ ≦7.2ｍ 833 - 1,014 1,110 1,689

集合住宅 RC造 ≦7.2ｍ 822 - 942 - -

倉庫 SRC造 ≦12.3ｍ - 752 - - -

※超高層はCFT造

オフィス S造※

単位：kg-CO2e/ｍ2

用途 構造 柱スパン
中層
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Ⅳ．算定事例紹介
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「One Click LCA」を活用した算定事例① 低層オフィスモデルのエンボディド・カーボン

構造 木造 S造 RC造

CO2排出量
（kgCO2e）

958,552 1,482,564 1,065,022

CO2固定量
（kgCO2e bio）

271,866 0 0

• 「木材利用推進・省エネ省CO2実証業務報告書」(平成28年3月林野庁)を元に実態を考慮
して当社にて一部改変･編集。

• 木造･S造･RC造各資材毎に原単位を設定し詳細算定を実施。

※ 1541m2オフィスモデル、One Click LCA内の原単位(汎用データ)を元に算定。設備は算定に含まない。

CO2排出量(t-CO2e)

木造 鉄骨造 RC造 木造 鉄骨造 RC造

CO2固定量(t-CO2e bio)

959

1,483

1,065

272

木造 鉄骨造 RC造

0 0
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「One Click LCA」を活用した算定事例②

大林組様『Port Plus』 ＊2022年4月ニュースリリース

✓ 2022年に竣工した大林組様による日本初の
高層準木造耐火建築物(研修施設)

✓ 環境配慮型建物である事をPRする為に、
One Click LCAを活用したCO2算定を実施

✓ LEED認証の「ゴールド」を取得

＜One Click LCAによる算定結果＞

✓ 本計画(木造)に対して、比較案１（S造）と
比較案２（RC造）を算定し比較。

✓ 下記算定結果を通じて、本計画(木造)の環
境負荷が低い事を定量的にアピールしている。
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「One Click LCA」を活用した算定事例③

野村不動産様『新橋ぷらっとホーム』

＊2023年3月31日ニュースリリース
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「One Click LCA」を活用した算定事例⑤

住友林業『三国湊エリアの町屋ホテル開業』 （2024年1月リリース）

町屋改修工事

＜本物件の算定結果＞

CO2排出量 56,563 kgCO2e (438 kgCO2e/m2)

炭素固定量 25,630 kgCO2e bio(再利用木材含む)

算定範囲 躯体、外部、内部、設備

算定期間 30年

＜One Click LCAによる算定結果＞

✓ 木造2階建（129m2）の改修工事
※躯体の木材・外壁の一部を再利用

✓ 改修工事のエンボディドカーボンは 57 トンCO2

✓ 建替の場合と比較して15%の排出量削減

✓ 柱や梁、小屋組などの木材再利用により建物解体後の木
材焼却で出る6トン分のCO2の排出を回避

イメージ
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CO2排出量(GHG)算定サービス業務

情報確認業務受付 算定実施 確認・分析

※第三者によるクリティカルレビューとは内容が異なりま
す。

結果報告

One Click LCAを活用したCO2排出量(GHG)算定業務を受託し、
精緻かつ国際認証に適合した算定結果をご提供します。

※GHG （Greenhouse Gas） ：温室効果ガス

お客様のメリット

✓労力を掛けずにＬＣＡの算定結果を確認。
✓ＬＣＡ算定に必要な知識やノウハウが不要。
✓短納期で信頼性のあるＬＣＡ算定レポートを入手。
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Ⅴ．EPDの意義について
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✓ 原単位は主に公的機関や学術団体が提示するものを使用

✓ 企業独自のデータを使用することで、排出量算定の精緻化が可能

産
業
連
関
表

ベ
ー
ス

積
み
上
げ
式

3EID（国立環境研究所）
産業連関表をベースに作成した

環境負荷の原単位データブック。

環境ラベル等取得データ
EPD・CFPなど第三者認証を取得

した製品の排出量データ。

IDEA v3（産業技術総合研究所）
日本国内の全ての事業を網羅的にカバー、

温暖化だけでなく酸性化・オゾン層破壊など主要影響領域に対応。

AIJ-LCAデータ
（日本建築学会）

サプライチェーン排出
原単位データベース
GLIO ※2（環境省）

企業・団体独自
企業や団体が実測することにより

独自に排出原単位を作成。
IDEAより詳細なデータを利用可能。 環境ラベルなどは取得せず、

第三者評価のみを受けて公表。

※1

国内で使用される主な原単位

※1 産業連関表： 産業全体の生産・販売量を纏めたもの
※2 GLIO： 3EIDをベースにグローバル拡張したもの
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LEED認証における加点ポイントとなるEPD製品

◆日本国内のLEED認証件数

263件
(2024年4月時点)

・EPD認証製品を5社20製品以上、建築物に採用すると加点ポイントとなる。
・近年は外資系企業に限らず、日系企業や日本の大学、都市等でもグリーンな建築物
の需要が拡大し、LEED の登録数も増加している。

・上位ランクであるプラチナやゴールドを取得している物件が7割を超えており、
EPD 認証製品の需要はさらに高まると予想される。

引用元：GBJ HP https://www.gbj.or.jp/leed-well-
report-202402/
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EPD製品を採用した企業の事例

◆前田建設工業㈱様の事例

①自社の技術研究所棟でのLEEDプラチナ認証の取得

・取引のある建材メーカー50社以上にEPDの新規取得を依頼し、11社が協力を表明し、
19製品が新たにEPD認証を取得（上図赤枠製品）。

・当時既に存在していたEPD製品7社10製品を加え、18社29製品のEPD認証製品を採用。

②グリーン調達方針として、EPD認証製品の推進を掲げている

・同社では、2022年度はEPD認証を取得した製品を全体で20億円分調達。

引用元：前田建設工業HP 
https://www.maeda.co.jp/cs
r/sqp/pi/
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日本市場におけるEPD製品一覧

＜EPD取得済み製品一覧＞

✓製品としては一部分類に偏っており、「セメント」「木材」「外装」「断熱」など不足

※SuMPO EPD（旧エコリーフ）より抜粋

大分類 小分類 メーカー名

鉄鋼 H形鋼 JFEスチール

鋼管コラム JFEスチール

構造用厚鋼板 JFEスチール

異形棒鋼 岸和田製鋼

各種鋼板 日本製鉄

線材製品 日本製鉄

棒鋼製品 日本製鉄

平鋼 共英製鋼

等辺山形鋼 共英製鋼

構造用棒鋼 共英製鋼

異形棒鋼 共英製鋼

異形棒鋼 トピー工業

山形鋼 トピー工業

溝形鋼 トピー工業

H形鋼 トピー工業

H形鋼 ヤマトスチール

鉄筋 東京鐵鋼

大分類 小分類 メーカー名

窓 ビル用樹脂形材 YKKAP

ビル用アルミ形材 YKKAP

シーガルステップ LIXIL

シーガルウィンドウ LIXIL

ガラス フロート板ガラス AGC

石膏ボード 各種石膏ボード 吉野石膏

フロア 非住宅フロア 朝日ウッドテック

フリーアクセスフロア センクシア

木材 直交集成板（CLT） 銘建工業

コンクリート ＰＣコンクリート 安藤・間

カーペット タイルカーペット 川島織物セルコン

タイルカーペット サンゲツ

外装 焼杉 中本造林

断熱材 吹き込み断熱 デコス

設備 エレベーター 東芝エレベータ

塗料 水性フッ素樹脂 AGCコーテック

フッ素塗料 大日本塗料
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SuMPO EPD(エコリーフ)製品事例

出典：エコリーフ（LIXIL）

【LIXIL/ビル用アルミ建材】

【R70】 CO2排出量 6.8kg 【R100】 CO2排出量 3.7kg

・メーカーは、低炭素製品の環境性能を定量化するためにEPDを利用。
・建築設計者は、性能やコストに加えて環境負荷情報で製品を選ぶことが可能
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SuMPO EPD(エコリーフ)製品事例

出典：エコリーフ（銘建工業）

【銘建工業/直交集成板(CLT)】

・木質構造材では初の取得（2024年5月14日公開）
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EPD-Hub製品事例

【朝日ウッドテック / 挽き板フローリング】 【住友林業クレスト / 挽き板フローリング】

【ネルソンパイン / LVL・MDF】 【Kmew / サイディング】

出典：EPD-Hub（朝日ウッドテック/住友林業クレスト/ネルソンパイン/Kmew）
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EPD取得推進事業 (建築資材メーカー様向け)

EPDジェネレータ：EPDプロセスを自動化した事前認証ソフトウェア

✓ データの入力以降、第三者検証・認証取得まで全てソフトウェア上で完結

【取得可能なEPDラベル】EPD Hub （https://www.epdhub.com/）

【取得に必要な期間目安】13週間(算定業務10週間・検証期間3週間)

一般的な取得ﾌﾛｰ：4-6か月(検証員キャパにより変動有)

その他のEPD

データ収集 インポート LCA算定 レポート出力 第三者検証 EPD発行

一般的な
取得フロー

EPD
ジェネレータ

データを収集し、エクセルの
算定ツールに入力

収集したデータをエクセルの
テンプレートに入力

データを入力したエクセルファイル
をソフトウェアに一括インポート

入力したデータをもとに
ソフトウェアで自動算定

結果を自動で文書化

LCA算定して、
手動で文書を作成

申請書類を揃えて
検証機関に提出

結果をオンライン上で
検証機関に送付
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Ⅵ．まとめ＋参考情報
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まとめ：建設セクターの脱炭素化に向けて
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✓ 脱炭素化に向けて、今後はエンボディドカーボン削減の重要度が

増していく。

✓ エンボディドカーボン削減には、CO2排出量を精緻に見える化する

脱炭素設計の普及が求められる。

＝One Click LCA日本版ソフトウェアの普及

✓ サプライチェーン全体のCO2排出量の把握には、環境認証ラベル

「EPD」の普及が必要不可欠（日本のEPDが不足）。

＝メーカーに対するEPD取得推進事業の展開

建設セクターの脱炭素化に向けて、
皆様との連携・協業をお願いいたします。
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「One Click LCA」 特設サイト
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https://sfc.jp/treecycle/value/oneclicklca/
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One Click LCAの主な導入企業様
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2024年4月末現在

その他ユーザー様多数

積算事務所

設備

建設 設計事務所デベロッパー

内装

学術機関

建設系コンサル
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